
「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： 1,000,000 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： - 千円

29年度要求予算： 1,102,467 千円

○

該当施策概要

機構定員要求

○子供の貧困対策支援員の配置
　　市町村において、子供の貧困に関する各地域の状況を把握し、支援を要する子とその
世帯を関係機関につなぐ役割を担う「子供の貧困対策支援員」を配置する。
○子供の居場所の運営支援
　　市町村及び県において、子供が安心して過ごせる居場所の運営を支援する。
○事業の成果の分析・評価・普及
　　沖縄県において、事業の成果を分析・評価し、好事例の普及を図する。

内閣府

沖縄振興局総務課事業振興室

その他（具体的に）

④　全国で最もひとり親家庭の割合が高い沖縄において、地域の実情を踏まえた支援員
の配置・子供の居場所づくり等の貧困家庭への支援を、モデル的・集中的に実施する。

（１）ひとり親家庭等への支援

２．女性活躍のための安全・安心面への支援

沖縄子供の貧困緊急対策事業

　沖縄の子供を取り巻く環境は、一人当たりの県民所得が全国最下位であり、母子世帯
の出現率が全国一位であるなど、全国と比較して特に深刻な状況である。
　沖縄の将来を担う子供達の貧困は、子供の生活と成長に様々な影響を与えるとともに、
貧困の連鎖により沖縄の社会全体に影響を与えることから、国が主導して、緊急的・モデ
ル的に支援員の配置と子供の居場所づくりを行うこととした。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

担当府省庁

通し番号  108 
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沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

事
業
概
要

全
国
に
比
べ
て
特
に
深
刻
な
沖
縄
の
子
供
の
貧
困
に
関
す
る
状
況
に
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、
沖
縄
の
実
情
を
踏
ま
え
た
事
業
を
モ
デ
ル
的
・
集
中
的
に
実
施
す
る
。

・
平
成

28
～

30
年
度
の
３
年
間
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
想
定

・
子
供
の
貧
困
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
沖
縄
振
興
計
画
期
間
中
（
平
成

28
～

33
年
度
）
を
「
集
中
対
策
期
間
」
と
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
む

②
子
供
の
居
場
所
の
運
営
支
援

①
子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
の
配
置

③
事
業
の
成
果
の
分
析
・
評
価
・
普
及

沖
縄
県
が
、
各
市
町
村
担
当
者
や
事
業
実
施
主
体
か
ら
、
支
援
員
の
配
置
及
び
居
場
所
の
運
営
支
援
の
事
業
報
告
を
受
け
、
成
果
を
取
り
ま
と
め
て

分
析
・
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
報
告
会
を
開
催
し
、
県
内
市
町
村
へ
の
好
事
例
の
普
及
を
図
る
。

【
実
施
主
体
】
県

＜
課
題
＞

沖
縄
の
子
供
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

行
政
の
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
子
供
の
貧
困
の
背
景
に
は
、
様
々

な
課
題
が
あ
る
た
め
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
や
役
割
分
担
を
行
い
、
円
滑
な
連

携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

＜
事
業
概
要
＞

子
供
の
貧
困
対
策
支
援
員
が
、
子
供
の
貧
困
に
関
す
る
各
地
域
の
現
状
を
把
握

し
、
学
校
や
学
習
支
援
施
設
、
居
場
所
づ
く
り
を
行
う

N
PO
等
の
関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
や
、
子
供
を
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の
調
整
を
行
う
。
ま
た
、
居
場
所

の
担
い
手
を
確
保
す
る
な
ど
し
て
、
新
た
な
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
準
備
等
を

行
う
。

【
実
施
主
体
】
市
町
村
（
支
援
員
の
研
修
は
県
）

＜
課
題
＞

沖
縄
で
は
、
日
中
及
び
夜
間
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
街
を
出
歩
き
、

登
校
に
支
障
が
生
じ
た
り
、
非
行
行
動
に
至
っ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る

子
供
が
多
い
。

＜
事
業
概
要
＞

子
供
の
居
場
所
を
提
供
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
食
事
の
提
供
や
共
同
で

の
調
理
、
生
活
指
導
、
学
習
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
年
に
数
回
程
度
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
等
の
支
援
を
行
う
。

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
放
課
後
か
ら
深
夜
ま
で
開
所
す
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こ
と
も
想
定
。

・
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
供
な
ど
に
限
定
せ
ず
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る
子
供
を
対

象
と
す
る
。

【
実
施
主
体
】
市
町
村

翌
年
度
の
事
業
に
反
映

平
成

29
年
度
概
算
要
求
額
：

11
億
円
（
補
助
率

10
/1

0）

居
場
所
づ
く
り
を

準
備

子
供
を
居
場
所
に

仲
介

支
援
を
要
す
る

子
供
の
情
報
を
提
供

事
業
成
果
を

検
証
・
普
及
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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

28年度当初予算： 千円
28年度一次補正予算： 千円
28年度二次補正予算： 千円

29年度要求予算： 千円

○

該当施策概要

機構定員要求

・男女共同参画の視点から復興に資する事例集の作成・公表。
・被災地の自治体等のニーズに応じたワークショップ等の浸透活動の実施。

復興に当たって、女性が活躍している事例や被災地の女性を支援している事例などを収
集し、公表するとともに、被災地等において、パネルディスカッション・シンポジウム・ワー
クショップの開催、研修会での講演などの、男女共同参画の視点を持つことの必要性を
理解してもらうための具体的な取組を実施。
また、2016年6月には、
・「東日本大震災５周年復興フォーラム」において、被災地で活躍する女性企業家に
フォーカスし、ブース出展や、総理大臣と女性企業家の方々と「企業経営における女性な
らではの視点」をメインに座談会を実施。
・「交流ミーティングin東京 ～「新しい東北」を創る人々～」の「女性活躍DAY」において、
復興と女性の関わり等についてのパネルディスカッション等を実施。

復興庁

男女共同参画班

その他（具体的に）

①　「「復興・創生期間」における東日本大震災からの復興の基本方針」 を踏まえ、被災
者への支援や地域のコミュニティ形成の取組、産業・生業の再生や「新しい東北」の各種
取組等と連携し、事例の収集・作成やパネルディスカッション・フォーラムの開催等を通じ
て、活躍する女性を支援するとともに、復興のあらゆる場・組織への女性の参画拡大を通
じて、復興過程における男女共同参画を一層推進する。

（２）被災地への支援

２．女性活躍のための安全・安心面への支援

復興における男女共同参画の視点からの取組事例の収集・公表及び被災地における男
女共同参画の視点の浸透活動

「復興・創生期間」における東日本大震災からの復興の基本方針及び第4次男女共同参
画基本計画等を踏まえ、復興に男女共同参画の視点を持つことの必要性に対する理解
を促進・浸透することを目的とする。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

担当府省庁

通し番号  109 

－303－
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様

○
主
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○
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く
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情
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に

分
類

。

○
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。

○
復

興
に

も
男

女
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画
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視
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必
要

性
を
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解

し
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（

＝
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さ

せ
る
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た

め
の
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動

。

○
パ
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ル
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ィ
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ョ
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ポ
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ウ
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・
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ョ
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催

、
研
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会
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の
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等
、

被
災
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の

自
治
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の
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じ

て
実

施
。
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開催概要
復興庁では、東日本大震災から5年の節目を迎えたこの機会に、震災の経験・教訓を広く共有し、同時に復興の
現状を国内外に正確に情報発信することを目的に、東日本大震災5周年復興フォーラムを開催しました。

「産業となりわいの再生」分科会では、岩手、宮城、福島の被災地で活躍し続けている企業10社、女性企業家
4社の計14社と、発災以降現在に至るまで被災地支援に継続的に取り組んでいる大手企業10社の皆様に、自社
の取組を展示していただきました。また被災地企業14社につきましてはミニプレゼンでそれぞれの取組を発表
していただきました。
復興庁からも、産業となりわいの再生に向けて取り組んできた事業のうち、代表的なものについてパネル展示
等を行いました。

復興庁主催：

当日は、フォーラムと合わせて約1,000名の皆様にお越しいただきました。
※今回の様子は「新しい東北」官民連携推進協議会のウェブサイト(http://www.newtohoku.org/works_detail_014)

でも紹介しています。

平成28年6月6日（月）12:30～17:00に
イイノホール＆カンファレンスセンターで開催しました！

安倍総理大臣は、被災地で活躍する4名の女性企業家
との座談会を行いました。

会場には、安倍総理大臣、髙木復興大臣、長島復興
副大臣、若松復興副大臣、高木大臣政務官が視察に
訪れ、被災地企業の方々と意見交換を行いました。

（抜粋）
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